
○事業概要（新規性、市場性等） 
・本事業では、BCP（事業継続計画）対策に必要不可欠な「通信手段の確保」を、安価で手軽に行える、
防災用小型ＩＰ通信機「ハンディー・コスモトーク」の事業化を目指すものである。 
・従来の「防災用無線」は、免許取得が必要で、通信可能エリアも狭く、アンテナ設置等の初期投資が
大きかった。本事業の防災用小型ＩＰ通信機はこれらの課題をクリアし、以下の点を実現している。 
  ①無線の免許・資格が不要。警察・消防など組織の垣根を越えられる。 
  ②ドコモＦＯＭＡのパケット通信網を利用。エリア制限なく全国どこでも通話できる。 
  ③バッテリーと乾電池のどちらも使用可能。停電時でも利用できる。 
  ④高精度ＧＰＳを内蔵。ヒトや車両の位置管理が可能。 
  ⑤PC、スマートフォン等様々な端末に通信ソフト導入すれば対応可能なので、多様性、拡張性に   
   特に優れている。 
・本事業のターゲット市場は、自治体や警察署、消防署、マスコミ、金融機関等で、国内約８，０００社。
全国に代理店網を確立。５年後、売上高８億８千万円、累計販売台数１万６千台（シェア約１０％）を
目指す。 

 
 
 

防災用小型ＩＰ通信機 
「ハンディー・コスモトーク 
C250TR」 

事業名： 防災用小型IP通信機「ハンディー・コスモトーク」の事業化 

地域 大分県別府市 認定日 平成２６年１０月１５日 ８－２６－１１６ 

事業分類 製造（電気・情報機器） テーマ分類  防災・防犯 

コア企業：㈱サークル・ワン 
（大分県別府市） 

・商品企画・開発技術・設計ノウハウ 

・インターネット関連のソフト開発ノウハウ

及び関連知識 新潟通信機(株）他 

アイコム(株） 

販売支援 

商品生産 

①補助金   
②低利融資 

連携体の構成 事業推進体制 

支援予定メニュー 

大分県中小企業団体中央会 

経営支援 

企画・開発・マーケティング 

連携企業：㈱中央防犯 
（静岡県藤枝市） 

・商品の実用性評価 
・通信機器関連のノウハウの提供 

商品テスト・評価 

事業概要イメージ図 


